
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長野県農業の主な現状について 

１ 農業者の少子・高齢社会による担い手不足      出典：農林業センサス 2005 
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■担い手(基幹的農業従事者)の
高齢化が他産地よりも進行 
■将来は担い手の大幅減が懸念 

参考２ 

２ 経営耕地の減少と耕作放棄地の増加              

出典：農林業センサス 2005 

■平成 17 年耕作放棄地は 1万 7094ha 
■耕作放棄地率は 17．5％(全国 9．7％)
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３ 長野県農業算出額の減少             出典：農林水産省「農業産出額」 
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■18年の農業算出額は2,759億円でピーク
時(H3:4,119 億円)の 67％にまで低下 
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